
富士通（株）（6702）平成23年3月期　第２四半期決算短信

【キャッシュ・フローの状況】 （単位：億円）

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

 　税金等調整前四半期純利益

   減価償却費及びのれん償却額

   投資有価証券売却損益（△は益）

   売上債権の増減額（△は増加）

   たな卸資産の増減額（△は増加）

   仕入債務の増減額（△は減少）

   その他

   営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー

　 有形固定資産の取得による支出

　 投資有価証券の売却による収入

　 その他

　 投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅰ+Ⅱフリー・キャッシュ・フロー

　（特殊要因を除く）

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー

　 借入金の純増減額（△は減少）

　 社債の発行及び償還

　 自己株式の取得

　 配当金の支払額

　 その他

   財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ現金及び現金同等物の四半期末残高

(注)特殊要因を除くフリー・キャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入及び子会社株式の取得に
　  よる収入を除いたものであります。
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(２)連結財政状態に関する定性的情報
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前年同期比

2009年9月30日　

　2009年4月1日～

2010年度 第２四半期累計2009年度 第２四半期累計

　2010年4月1日～
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1,904 278 △1,626 
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4,159 3,127 △1,031 

1,088 323 
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2010年9月30日　

1,328 

181 

△549 △649 

    連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 504 - △504 

△100 
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【資産、負債、純資産の状況】 （単位：億円）

　流動資産

　（現金及び預金）

　（受取手形及び売掛金）

　（有価証券）

　（たな卸資産）

　固定資産

　（有形固定資産）

　（無形固定資産）

　（投資その他の資産）

　流動負債

　（支払手形及び買掛金）

　（短期借入金及び1年内社債）

　（未払費用）

　固定負債

　（社債及び長期借入金）

　株主資本

　評価・換算差額等

　少数株主持分

3,002)(        △342)(        3,305)(        

22,726 

8,228 

　資産合計

　負債合計

　純資産合計

　負債純資産合計

1,460 

8,959 
31,686 

△729 

5,689)(        

2,322)(        

7,671 

4,148)(        

3,895)(        
31,686 

15,055 

7,981)(        

3,882)(        

13,673 

2,985)(        

476)(          

（2009年9月30日）

18,013 

2009年度 第２四半期

22,796 19,891 △2,905 

増　減
2009年度

（2010年9月30日）（2010年3月31日）

2010年度 第２四半期

18,719 16,453 △2,265 
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32,280 29,143 △3,136 
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① 資産、負債、純資産の状況 

 

 
 

当第２四半期連結会計期間末（以下、当第２四半期末）の総資産残高は２兆９,１４３億円と、前連結会計年度

末（以下、前年度末）から３,１３６億円減少しました。流動資産は１兆６,４５３億円と、前年度末に集中した

売上に係る売掛金を回収する一方で、社債を償還したことなどにより、前年度末から２,２６５億円減少しました。

たな卸資産は３,７３０億円と、今後の売上に対応するため、サービスビジネスやサーバ関連、パソコンなどを中

心に、前年度末から５０７億円増加しました。資産効率を示す月当たり回転数は０.９８回と、サービスビジネス

やネットワークプロダクトを中心に、前年同四半期連結会計期間末（以下、前年同期末）から０.０４回改善しま

した。固定資産は１兆２,６９０億円と、前年度末から８７０億円減少しました。有形固定資産及び無形固定資産

は、欧州子会社を中心として円高が進んだことによる為替影響があったほか、当第２四半期連結累計期間での新

規取得の水準が減価償却の範囲内に収まったことにより、前年度末から減少しました。また、投資その他の資産

は投資債券の売却や繰延税金資産の減少などにより４４９億円減少しました。 

 

負債残高は１兆９,８９１億円と、前年度末に集中した売上に対応する買掛金の支払いがあったことなどにより

前年度末から２,９０５億円減少しました。有利子負債残高は４,８６０億円と、転換社債１,０００億円を満期償

還したことなどにより前年度末から９１４億円減少しました。これによりＤ／Ｅレシオは０.６２倍と前年度末よ

り０.１ポイント改善し、ネットＤ／Ｅレシオは０.２２倍と、ほぼ前年度末並みとなりました。前年同期末から

は有利子負債の返済を進めたことや利益計上による自己資本の増加により改善しました。 

 

 純資産は９,２５２億円と、前年度末から２３１億円減少しました。評価・換算差額等が円高の進行などにより

２２３億円減少したほか、少数株主持分が株式会社ＰＦＵの完全子会社化などに伴い１３２億円減少しました。

また、株主資本は期末配当金を支払いましたが、四半期純利益の計上などにより１２５億円増加しました。自己

資本比率は２７.１％と、前年度末に集中した売上に係る売掛金を当第２四半期末までに回収したことなどにより

総資産が減少した結果、前年度末から２.４ポイント増加しました。 
（単位：億円） 

 
(注)1.Ｄ／Ｅレシオは、有利子負債残高÷自己資本により算出しております。 

2.ネットＤ／Ｅレシオは、（有利子負債残高－現金及び現金同等物の期末残高）÷自己資本により算出しております。 

 

 

 
2009年度 

（2010年3月31日）

2010年度 第２四半期

（2010年9月30日）
増  減 

2009年度 第２四半期

（2009年9月30日）

現金及び現金同等物の期末残高 

有利子負債残高 

ネット有利子負債残高 

自己資本 

4,201

5,774

1,572

7,986

3,127

4,860

1,732

7,888

△1,073 

△914 

159 

△98 

 
4,159

6,471

2,312

7,499

Ｄ／Ｅレシオ 

ネットＤ／Ｅレシオ 

株主資本比率 

自己資本比率 

0.72 倍

0.20 倍

26.8 ％

24.7 ％

0.62 倍

0.22 倍

30.1 ％

27.1 ％

△0.10 倍 

0.02 倍 

3.3 ％ 

 2.4 ％ 

 0.86 倍

0.31 倍

26.0 ％

23.7 ％

(注) 月当たり回転数は、第２四半期累計の売上高÷期中平均たな卸
　 　資産残高÷6により算出しております。なお、期中平均たな卸
　 　資産残高は第１四半期末及び第２四半期末たな卸資産残高の平均
　　 残高を使用しています。

たな卸資産残高・月当たり回転数

4,665

4,2254,319

3,7303,882

(0.98)

(0.94)(0.94)
(0.96)

(0.85)

2006年2Q 07年2Q 08年2Q 09年2Q 10年2Q

たな卸資産残高 月当たり回転数
（億円） （回）

有利子負債残高

4,668
3,313 3,560 2,312 1,732

(0.62)

(0.86)
(0.99)

(1.17)

(0.98)

(0.22)
(0.31)(0.39)(0.35)

(0.52)

2006年2Q 07年2Q 08年2Q 09年2Q 10年2Q

Ｄ／Ｅレシオ ネットＤ／Ｅレシオ

6,471

9,105

11,170

8,823

（億円） （倍）

4,860

　　有利子負債　　　　　　 ネット有利子負債
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② キャッシュ・フローの状況 
 
 当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシ

ュ・フローは８４１億円のプラスとなりました。前年同

期からは４３９億円の収入減となりました。たな卸資産

が増加したほか、前年度に実施したＬＳＩ事業及び欧州

サービス事業の再編に伴う費用やドイツで権利者団体と

和解したパソコンに課される私的複製補償金の支払いが

当年度にあったことなどによります。 

 

 投資活動によるキャッシュ・フローは５６３億円のマ

イナスとなりました。投資有価証券の売却による収入が

ありましたが、有形固定資産や無形固定資産の取得によ

る支出がありました。前年同期からは１,１８６億円の支

出増となりました。前年同期にはファナック社の自己株式買付けに伴う同社株式売却など１,０８８億円の投資有

価証券の売却による収入があったほか、Fujitsu Technology Solutions (Holding) B.V.及びＦＤＫ株式会社の連

結子会社化に伴い、両社が保有していた現金及び現金同等物が加算されたことなどによる５０４億円の収入があ

りました。 

 

 営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフリー・キャッシュ・フローは２７８億円のプラ

スとなりました。前年同期からは１,６２６億円の収入減となり、投資有価証券の売却による収入などの特殊要因

を除いたベースでは３５８億円の収入減となりました。 

 

 財務活動によるキャッシュ・フローは１,２４９億円のマイナスとなりました。転換社債１,０００億円を満期

償還したほか、期末配当金１１７億円や、株式会社ＰＦＵの完全子会社化に伴う同社の少数株主からの株式買取

９４億円などの支出がありました。前年同期には社債３,０００億円を償還したことなどにより、前年同期からは

１,８２５億円の支出減となりました。 

 

 この結果、現金及び現金同等物の期末残高は３,１２７億円と、前年度末からは１,０７３億円減少しました。 

 
 
 
 なお、当社は２０１０年１１月に満期となる５００億円の普通社債の償還資金として、２０１０年１０月に  

５００億円の普通社債を発行しました。 
 

(注) 特殊要因を除くフリー・キャッシュ・フローは、投資有価証券
　 　の売却による収入及び子会社株式の取得による収入を除いたも
　 　のであります。

フリー･キャッシュ・フロー（FCF）

278

1,904

79

(△44)

( 312)

(△45)

営業CF 投資CF FCF ( )特殊要因除くFCF

（億円）

2008年2Q累計 2009年2Q累計 2010年2Q累計
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